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再商品化製品（ペレット）の高付加価値化の
取り組みについて
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受入・保管工程

年間１３，９００ ｔ 落札（R2年度）

全ロット測定

①ＭＦＲ

②塩素含有量

↓

ロット毎に

品種分け

選別出荷
客先（プラ成形業
者）の要求品質毎
に選別出荷

↓
出荷管理で

客先毎の品質
安定化を実現

家庭由来の使用済み
プラ製容器包装の成分変動

①使用されている樹脂が多種多様

②発生量や樹脂の構成比率が

地域や季節により変動する

品質安定化が
最大の課題

ペレットの成分比率が変動
し、品質変動が起きやすい。

ペレットの品質変動は客先
（プラ成形業者）の歩留まり
や製品品質に悪影響。

ＩＳＯ９００１品質管理マネジメントシステムの導入、MFR・塩素測定機の導入

リサイクル工程の

最適化と改善による

品質変動の抑制

↓

それでも抑制しきれ

ない変動が残る

問 題 点 取 り組み

※各略称 ： PP（ポリプロピレン），PE（ポリエチレン），PS（ポリスチレン），ＭＦＲ（メルトフローレイト：プラスチックの流動性指標）

手選別

再生工程

PP/PE混合とPSペレットを年間６，９５０ ｔ 生産予定

比重差選別・洗浄

光学選別

造粒(ペレット化）

PP/PE混合ペレット

PSペレット

 

測定工程

MFR自動測定機

塩素測定機

出荷管理

（客先での各種プラ製品）
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A社向け B社向け C社向け

流
動
性
（
Ｍ
Ｆ
Ｒ
）

生産時間

○ＭＦＲがロット毎に大きく変動
○ロット毎のＭＦＲや時間変動が把握できず、
成り行きで製品化し、そのまま各客先へ出荷

○客先要求に合わず、変動が多く価値が低い再生原
料として利用量や利用用途が拡大できなかった

【以前の問題点と課題】

家庭由来の使用済みプラ製容器包装の変動
によりペレットの品質が変動する

ペレットの品質変動は客先（プラ成形業者）
の歩留まりや製品品質に悪影響を及ぼす為、
品質安定化が最大の課題

特にペレットのMFR（流動性）の変動が問題と
なっていた

問 題 点
【現在の取り組み】

（１）工程最適化と改善による品質変動の抑制

それでも抑制できない変動は以下で対応

（２）全ロット測定 （変動を把握し品種分け）

①ＭＦＲ ②塩素含有量

（３）選別出荷 （出荷管理による客先別安定化）

客先（プラ成形業者）の要求品質（ＭＦＲ）毎に
選別出荷

流
動
性
（
Ｍ
Ｆ
Ｒ
）

生産時間

○ＭＦＲ自動測定機により全ロット測定し、
品種別に振り分けて管理、客先要求に応じて出荷

○客先要求に的確に適合（価格向上、用途拡大）
○ＭＦＲ、塩素含有量の測定結果を現場にフィード
バックし、工程改善・品質の維持向上を図る

A社向け

B社向け

C社向け

取り組み

独自の品質管理手法
として特許出願中
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• 約２０分毎に

１袋（５００kg）、

１日約６０袋生産

• 生産直後、１袋につ

き１ｻﾝﾌﾟﾙ（１ｶｯﾌﾟ）

を現場で採取し分

析室へ提出

• １ロットは

ﾌﾚｺﾝ１袋（５００kg）

①サンプル採取

 

MFR自動測定機

塩素測定機

• 全ロットのＭＦＲ、

塩素濃度を測定

• 翌日の午前中に測定

結果が全て出る体制

②全ロット測定

流
動
性
（
Ｍ
Ｆ
Ｒ
）

生産時間

Ｈ

Ｍ

Ｌ

• ＭＦＲの結果に応じて、

ロット毎に品種分け

（現在４品種）

③品質判定・品種判定

別の適合品と
再調整

（ドライブレンド）

• 塩素濃度が基準値を

超えたロットを除外し、

適合するように再調整

出荷可

×

○

出荷可○

基準値判定

客先の要求品質毎に
選別出荷

↓

出荷管理により、
客先毎の品質安定化

を実現

④選別出荷

Ｈ

Ｍ

Ｌ



• レーザフィルタ導入による異物低減
➢従来は#40の金網スクリーンチェンジャーを使用

➢230-250μmのレーザーフィルター（金網#65以上相当）で連続異物除去
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•圧搾脱水機導入による生産効率の向上
➢従来、〔スクリュープレス＋温風乾燥設備〕を使用

➢装置出口の材料水分： （導入前）従来５％程度→ （導入後）１％以下

➢ペレタイザーの能力が10％向上。消費電力削減と生産効率の向上に寄与。
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①品質の安定性

•特にＭＦＲ（流動性）の安定性 → 成形条件に大きく影響するため

〔対応〕 ＭＦＲの全ロット測定と選別出荷管理により対応

②異物の低減

•異物（非樹脂、未溶融の異樹脂等） → 成形品表面に浮出し問題となるため

〔対応〕 レーザースクリーン導入により対応

③塩素・水分率・臭気の低減

•塩素は機器や金型の腐食、水分は成形品表面のシルバー等、臭気は成形品
の臭いに影響するが、現状品については問題ないレベル

〔対応〕 ＜塩素＞中和剤を添加 ＜水分率＞ペレタイザーのバキュームベント
＜臭気＞洗浄設備と水処理設備の維持管理、ペレタイザーの温度設定
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•様々な取り組みにより、再商品化製品の高付加価値化
を実現でき、利用用途・顧客拡大が実現できている

パレット

64.1%
擬木・擬板

13.9%

建築資材

8.5%

再生樹脂

12.0%

自動車部品

1.4%

２０１０年度

顧客数 11件

パレット

18.4%

擬木・擬板

14.5%

建築資材

39.5%

再生樹脂

7.4%

日用品

6.7%

農業用資材

13.6%

２０１９年度

顧客数 18件

ペレット販売割合の変化
(当社出荷量実績）


